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施策の目指す姿

H31

現状と課題

生涯にわたり気軽にスポーツに親
しむことをねらいとしているため
、さまざまなスポーツ教室（市関
連事業）への参加率を指標とした
。

早起きマラソン事業自体の成果を
測るため

・スポーツ推進委員が指導するスポーツ教室
の参加者数…スポーツ推進委員協議会総会資
料。
・花巻市体育協会が主催するスポーツ教室の
延べ参加者数…体育協会事業報告書
・スポーツ推進委員協議会事業報告のうちの
イベント参加者数…スポーツ推進委員協議会
事業報告書
・スポーツ指導員講座実施参加者数…スポー
ツ振興課集計
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早起きマラソン各会場からの報告
による。

施策主管課 課長名

施策No 施策名 関係課名

◎前年度の評価の振り返り
前年度評価時の今後の方向性

反映状況

１ 施策の目指す姿の実現に向けた主な取組

２ 成果指標

0304 スポーツの振興 スポーツ振興課 鈴森 直明

いつでも、どこでも、いつまでも気軽にスポーツに親しみ、元気に活動しています

01 生涯スポーツの推進

生涯にわたり気軽にスポーツを行っています

【現状】
・運動をほとんど行っていない市民の割合が32.6％（市民アンケート）であり、依然高い傾向にあります。
・老朽化が進んでいるスポーツ施設があります。
・学校や地域の実情に応じたスポーツ少年団、総合型地域スポーツクラブ等を活用した事業が望まれています。
・地域でのスポーツ指導者が多忙化しており、スポーツ指導への支障が出ています。

【課題】
・市民が気軽にスポーツに親しむ機会の提供が必要です。
・利用実態に応じた施設整備や既存施設の計画的な維持管理が必要です。
・スポーツ少年団、総合型地域スポーツクラブ等を含めた地域主体のスポーツ活動支援が必要です。
・地域スポーツ指導者の地域での役割増大や高齢化への対応が課題となっています。

・スポーツ教室については、参加者からの聞き取りやアンケートなどを通じて、ニーズを把握しながら見直しを進めていく。
・早起きマラソンについては、現状では会場の世話人の問題や児童・生徒数の減少により、これ以上の会場拡大は困難なことから、現在活動
しているの会場への協力依頼をして、会場数の維持及び参加者数減少の抑制を目指すこととする。
成果指標については、早起きマラソン期間中の延べ参加者数ではなく、本事業自体の成果を測る視点から「早起きマラソンの三賞（皆勤賞・
精勤賞・努力賞）受賞率」に変更する。
また、今後さらに人口減少が加速することからスポーツ教室等（市関連事業）については参加人数ではなく、参加率を指標に加える。

・スポーツ教室については、保護者の声を受けて、体育協会職員が講師となり、初心者向けのサッカー教室を試みた。
また、外部講師のアドバイスや利用者の声を受けて新しく「腰痛改善教室」を取り入れた。

・令和２年はコロナ禍もあり、早起きマラソンやスポーツ教室参加者数は大きく減少したものの、参加者の早起きマラソン三賞受賞率は上昇
した。

（１）生涯スポーツ活動の推進
○早起きマラソンの推進
・令和２年５月１０日までの１５６日間、市内６３会場で開催。
○多様なスポーツ教室やスポーツイベントの開催
・花巻市スポーツ推進委員協議会、花巻市体育協会が実施する多様なスポーツ教室開催に対する支援
○地域のスポーツ指導者等の養成、派遣
・県内外の研修会や市内各地域のスポーツ教室等へスポーツ推進委員を派遣
○ニュースポーツの普及
・ニュースポーツ交流大会、各地域でのニュースポーツ教室の開催支援
○スポーツ少年団、総合型スポーツクラブ等を含めた地域主体のスポーツ活動の安定経営・安定化支援
・市内の総合型スポーツクラブ団体への支援策の検討
○スポーツ施設の整備、維持修繕による長寿命化の推進
・公共施設マネジメント計画に基づく計画的修繕

施策評価シート(令和2年度実績評価)



４ 施策を構成する事務事業の検証

①市民のニーズや市の関与の必要性が低下した事業、②投入コストの割に成果が低い事業、③施策への貢献度の低い事業はないか

施策の目標を達成するため、さらに成果の向上を図る事業はないか

・なし

（地域スポーツ推進事業）早起きマラソンについては、会場世話人の意見を聞きながら、運営負担軽減を考えていく。
（地域スポーツ支援事業）スポーツ教室については、利用者ニーズの把握や専門家の助言を受けながら、メニュー内容の充実に努めていく。

・なし

新たに取り組むべき事業はないか

５ 施策の総合的な評価

課題

今後の方向性

・早起きマラソンは現状として会場数の増加は困難であり、会場の世話人の高齢化や少子化による参加者の減少により、閉鎖する会場も出て
きているが、行政としては、開設している会場世話人とも意見交換しながら、無理のない継続をお願いしていく。
・スポーツ教室については、メニュー内容の充実を図るための方法について検討していく。

・早起きマラソンについては、現在開設している各会場の世話人をしている方々を大事にしながら、早起きマラソンを今後も継続していく。
・スポーツ教室については、今後も利用者ニーズを意識しながら今後も進めていく。

３ 成果指標の達成状況

達成度 達成状況に関する背景・要因

■成果指標「早起きマラソン三賞受賞率」…【達成度Ａ】
早起きマラソンは、5/10からの開始予定であったが、コロナ禍により7/1から10/12まで各会場の自主判断により開催した。
例年に比べ、参加者総数は減少したものの開設した会場での三賞受賞率は目標を上回った。

■成果指標「スポーツ教室等（市関連事業）の参加者率…【達成度Ｃ】
コロナ禍により体育協会のスポーツ教室については感染者角地防止のため、前期については開催を自粛した。
市スポーツ推進委員協議会の活動についても活動を自粛した。
そのため、市民が参加できるスポーツ教室の機会が減少した。

C



施策を構成する事務事業一覧

No

事務事業名

010

020

事業内容(活動実績) 成果

施策への貢献度

意図対象

直結度

担当課

早起きマラソンの開催（R2参加者数：22,329人 R1参加者：129,107人）
スポーツ推進委員等が指導するスポーツ教室に対する支援（R2参加者数：136人 R1参加者数：6,775人）

花巻市体育協会が主催するスポーツ教室開催支援（R2参加者数：632人、R1参加者数：5,497人）

C

C

一致

一致

直結

直結

A

A

地域スポーツ推進事業費

地域スポーツ支援事業費

スポ振興

スポ振興


